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歳　入 歳　出 差引残額 繰越事業費
一　般　会　計 60億7981万7千円 55億3840万8千円 5億4140万9千円 7億4263万1千円

【
特
別
会
計
】

 給食事業会計 1億3683万9千円 1億3683万9千円 0 0
 国民健康保険会計 21億9099万円 21億3427万4千円 5671万6千円 0
 後期高齢者医療会計 2億437万2千円 2億159万6千円 277万6千円 0
 介護保険会計 16億8580万3千円 16億5647万1千円 2933万2千円 0
 病院事業会計 6億823万2千円 6億823万2千円 0 0
 農業集落排水事業会計 1億4802万7千円 1億4802万6千円 1千円 0

【企業会計】　ガス事業会計
収益的収入及び支出 3億5836万5千円 3億5220万4千円 616万1千円 0
資本的収入及び支出 0 3912万6千円 ▲3912万6千円 0

総務費総務費
14%14%

7億7134万円7億7134万円

民生費民生費
31%31%

17億1486万円17億1486万円

衛生費衛生費
12%12%

6億4533万円6億4533万円

農林水産業費農林水産業費
5%5%

2億7406万円2億7406万円

商工費商工費    3%3%
1億6659万円1億6659万円

土木費土木費    4%4%
2億950万円2億950万円

消防費消防費    6%6%
3億5420万円3億5420万円

教育費教育費
10%10%

5億7003万円5億7003万円

災害復旧費災害復旧費    1%1%
3086万円3086万円

公債費公債費
10%10%

5億6856万円5億6856万円

諸支出金諸支出金　　2%2%
1億4336万円1億4336万円

議会費議会費　　2%2%
8972万円8972万円

歳 出
55億3841万円

5555億億38413841万円万円をを認定 !認定 !
  認定を受けなければなりません。その結果、すべての決算が認定されました。

議会費
●議員報酬　3822万円

総務費
●総務管理費
　6億1089万円
●選挙費
　 2230万円

民生費
●社会福祉費
　12億4240万円
●児童福祉費
　4億7197万円

衛生費
●保健衛生費
　4億2040万円

農林水産業費
●農業費　2億5302万円

※決算書抜粋

商工費
●商工業振興費　7562万円
●観光費　　　6721万円

土木費
●道路橋りょう費
　1億865万円

消防費
● 常備消防費（山武郡市
広域行政組合負担金）
　2億8193万円

教育費
●小学校費　2億358万円
●中学校費　　9673万円
●社会教育費　8974万円

災害復旧費
●文教施設災害復旧費
　923万円

公債費
●元金　5億3596万円
●利子　3260万円

諸支出金
●基金費　1億4315万円

各会計の決算状況
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令和
元年
度

決算

町税町税
25%25%

15億1684万円15億1684万円

繰入金  繰入金  6%6%
3億8362万円3億8362万円

その他その他    10%10%
6億2228万円6億2228万円地方交付税地方交付税

33%33%
20億837万円20億837万円

国庫支出金国庫支出金    6%6%
3億8859万円3億8859万円

県支出金  県支出金  6%6%
3億4957万円3億4957万円

町債町債    7%7%
3億9790万円3億9790万円

その他  その他  7%7%
4億1265万円4億1265万円

歳 入
60億7982万円

一般会計一般会計のの歳出総歳出総額額
町長は、監査委員が審査した前年度決算について、議会の審査を受け、　　

　令和元年度九十九里町各会計決算の状況を顧みますと、依然
厳しい財政状況が続く中、まちづくりの目標とする「総合計画」
や地方創生に向けた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲
げる様々な事業展開と共に、台風および大雨による災害対応や
消費税率引き上げに向けた景気対策などにも取り組んでおりま
す。社会保障では、子ども医療費助成、こども園での保育・教
育の開始など、次代を担う幼児の健やかな成長と子育て世帯を
支える環境が整いつつあります。産業振興では、「多面的機能
支払交付金事業」を推進し、農村環境の保全管理が図られてい
ます。教育振興では、各小中学校への空調設備の設置など、教
育環境の改善、町民福祉の向上に尽くされています。給食事
業、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、病院事業、農
業集落排水事業の各特別会計およびガス事業会計共に各目的に
沿った事業が効率的に取り組まれ町民生活の向上が図られてい
ます。令和元年度の各会計決算は、予算の執行が適法かつ効率
的に執行されていることが認められます。しかしながら、財政
構造の弾力性が乏しく、更なる財政基盤の強化、行政の効率化
に努められ、今後も、住民ニーズを的確に把握し、町民の安全・
安心なくらしの確立のため、たゆまぬ努力を続けられますよう
要望し、賛成討論とします。

国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・
介護保険特別会計について反対討論
　国保税の高騰を招いた要因は「加入世帯の貧困
化・高齢化」そして国の予算の削減です。高齢化
などで医療給付費が増えるたびに上がり続けるこ
とになります。滞納者には、「収納対策」の名で
徴収の強化をし、まさに弱い者いじめです。
　後期高齢者医療では、2020年度と2021年度
の保険料を6.85％（平均5,091円）の大幅引き
上げで年平均7万9,441円とする保険料改定を
賛成多数で決めてしまいました。高齢者に対する
負担増は許せません。
　2000年4月に始まった介護保険制度の当初の
保険料基準額は2,300円でした。現在では倍の
基準額となりました。しかし介護サービスは、軽
度者を要支援に振り分け、町運営の「総合事業」
にするなど公的サービスの切り捨てをしていま
す。国庫負担割合をただちに引き上げることを強
く要望し、町には減免制度による住民の負担軽減
を求め、反対討論とします。

町税
町民税や固定資産税など

自主財源
41%

依存財源
59%

繰入金
特別会計や基金
からの繰入

その他自主財源
繰越金など

地方交付税
行政格差をなくすため
国が交付

国庫支出金
国からの負担金・
補助金・委託金

県支出金
県からの負担金・
補助金・委託金

町債
町の借入金

その他依存財源
地方消費税交付金など

　　　 討論  浅岡　厚議員 　　　 討論  谷川 優子議員賛成賛成 反対反対
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多面的機能支払交付金事業多面的機能支払交付金事業

健康づくり支援事業健康づくり支援事業

フェンス改修工事フェンス改修工事

農地維持・環境保全などに活動した5団体へ
支援を行いました。

生活習慣病の予防と健康増進を図ることを
目的に事業を実施しました。

ふるさと納税事業ふるさと納税事業
ふるさと納税業務委託料などとして支出しました。
【1691件、4999万円の心温まる寄附があり、寄附
に対する町の特産品を返礼として送付しました。】

小・中学校空調設備設置工事小・中学校空調設備設置工事
小・中学校に空調設備を設置しました。

プレミアム付商品券事業プレミアム付商品券事業
消費税率の引き上げの影響を踏まえ、低所
得者・子育て世帯を対象にプレミアム付商
品券を販売しました。

片貝小学校・九十九里小学校のフェンス
改修工事を行いました。

4062

3071

1715

3971

2067

万円

万円

万円

万円

万円

財源内訳：特定財源2864万円財源内訳：特定財源2864万円
　　　　　一般財源1198万円　　　　　一般財源1198万円

財源内訳：特定財源114万円財源内訳：特定財源114万円
　　　　　その他351万円　　　　　その他351万円
　　　　　一般財源2606万円　　　　　一般財源2606万円

財源内訳：一般財源1715万円財源内訳：一般財源1715万円

財源内訳：特定財源財源内訳：特定財源1億8208万円1億8208万円
　　　　　一般財源22万円　　　　　一般財源22万円

財源内訳：特定財源1763万円財源内訳：特定財源1763万円
　　　　　その他2208万円　　　　　その他2208万円

財源内訳：特定財源1419万円財源内訳：特定財源1419万円
　　　　　その他590万円　　　　　その他590万円
　　　　　一般財源58万円　　　　　一般財源58万円

議会が注目した事業を紹介します議会が注目した事業を紹介します
― このような事業に財源が使われました ―― このような事業に財源が使われました ―

令和元年度

決算

※決算額は、令和元年度のみの金額であり、全体事業費ではありません。
　複数年度事業のものもあります。
※特定財源とは…一般財源に対する区分で、使途が特定されている財源をいいます。
　（国庫支出金、都道府県支出金、地方債、分担金、負担金、寄附金など）

1億11
8230
万円
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新たな日常に向けての新たな日常に向けての
補正予算を可決補正予算を可決

9月定例会9月定例会
会期 9月4日～ 9月17日会期 9月4日～ 9月17日

新型コロナウイルス感染症対策への新型コロナウイルス感染症対策への
追加補正予算を可決追加補正予算を可決

7月臨時会7月臨時会
会期 7月21日会期 7月21日

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会（
７

月
臨
時
会
）は
、
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
１
議
案
が
審
査
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
九
十
九
里
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
２
億
２
１
０
１
万

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
74
億
５
７
６
７
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉　

妊
婦
支
援
給
付
金
２

７
０
万
円
、
飲
食
店
応
援
商
品

券
補
助
金
７
１
０
０
万
円
、
宿

泊
施
設
支
援
金
１
２
３
９
万
円
、

小
・
中
学
校
管
理
費（
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
の
購
入
経
費
）１

億
１
３
６
８
万
９
千
円
な
ど

〈
歳
入
〉　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
１
億
９
５
０
０
万
円
、

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
費
補

助
金（
購
入
事
業
）２
６
０
１
万

円

　

令
和
２
年
９
月
定
例
会

は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
22
件
、
報
告
８
件
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
可
決
し
た
主
な
議
案

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

議
案
の
中
か
ら
、
町
議
会
が

注
目
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。議

案
第
１
号

令
和
２
年
度
九
十
九
里
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
５
０
６
６
万
２

千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
75
億
８
３
３
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉　

バ
ス
運
行
対
策
費

補
助
金
２
９
２
万
円
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
１
１
５
万
９
千

円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
３
１
４
万
９

千
円
、
海
の
駅
九
十
九
里
支

援
金
３
０
０
万
円
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委

託
料
６
０
０
万
円
、
小
・
中

学
校
手
洗
い
場
改
修
工
事

（
自
動
水
洗
化
）１
１
１
７
万

円
、
空
調
設
置
工
事（
豊
海

小
学
校
多
目
的
室
）１
２
５

４
万
円
、
天
窓
フ
ィ
ル
ム
設

置
工
事（
片
貝
小
学
校
）１
６

５
０
万
円
、
公
民
館
費
修
繕

料
３
６
４
万
７
千
円
な
ど

〈
歳
入
〉　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
４
８
５
７
万
１

千
円
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金（
防
災
・
安
全
）３
０

０
万
円
、
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金

１
１
５
万
９
千
円
な
ど
を
可

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
４
号

令
和
２
年
度
九
十
九
里
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
５
０
３
万
７
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
２
億
３
０
０
３
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉　

シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料（
保
険
料
の
納
付
方
法

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を

導
入
）４
７
８
万
５
千
円
、

印
刷
製
本
費
2
5
万
２
千
円

〈
歳
入
〉　

事
務
費
繰
入
金
５

０
３
万
７
千
円
を
可
決
し
ま

し
た
。

九十九里町議会だより№6　令和2年12月1日5



p7

p8

p9

p10

p11

p12

p13

ズバリ聞きます！ズバリ聞きます！ 9
月
定
例
会

7
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う

QQ&AA一 質般 問

古川　徹 議員 .......................
◆新型コロナウイルスの影響に係わる支
援と医療体制について

◆津波防護対策および防災対策について
◆町内「側溝排水路管理」について

荒木かすみ 議員 ...................
◆コロナ禍での災害時の避難体制について
◆本町における農業支援について

善塔 道代 議員 .....................
◆本町における新型コロナウイルス感染
症対策および対応について

◆コロナ禍における避難所運営のあり方
について

◆GIGAスクール構想について
◆町の情報発信強化について

西村 みほ 議員 .....................
◆GIGAスクール構想の推進計画について
◆小・中学校の学習指導について
◆子育て支援について

谷川 優子 議員 .....................
◆休業後の学校再開について
◆GIGAスクール構想について
◆新型コロナウイルス感染症対策について
◆東千葉メディカルセンターについて
◆新型コロナウイルス感染症に関する支
援制度について

細田 一男 議員 .....................
◆高齢者や交通弱者に対する交通アクセ
スの整備について

◆作田川架橋の建設計画について
◆片貝漁港内の防潮堤の建設計画について
◆片貝中央海岸付近の防砂堤の建設計画
の進捗状況について

◆防災会議について

鑓田 貴俊 議員 .....................
◆これからの地域営農を育む将来像について
◆小中学校教材費等の徴収方法の効率化
に関する考え方と課題について

※紙面の都合により掲載できなかった質問内容は、
町のホームページからご覧いただけます。

九十九里町 議会会議録 検索

ここが聞きたいここが聞きたい
九十九里町の九十九里町の
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古
ふる

川
かわ

　徹
とおる

 議員

救
済
と
な
る
支
援

生
命
・
財
産
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
を
！

ここが聞きたい 一般質問

問 

今
後
の
支
援
も
必
要
な
場
合
は
、

50
％
以
下
の
収
入
減
で
も
支
援
対
象

と
す
る
取
り
組
み
が
肝
要
で
は
。

答 

【
産
業
振
興
課
長
】　

現
在
の
支
援

制
度
・
実
施
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、

50
％
以
下
の
収
入
減
で
も
対
象
と
な

る
支
援
体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問 

感
染
症
防
止
策
や
感
染
者
な
ど
の

医
療
体
制
は
。

答 
【
町
長
】　

保
健
所
な
ど
に
設
置
し

た
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二
次

医
療
圏
内
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関

と
調
整
を
図
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
や
、
陽
性
患
者
を
受
け
入
れ
る
医

療
体
制
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
係
わ
る
支
援
と
医
療
体
制

に
係
わ
る
支
援
と
医
療
体
制

問 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

係
わ
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ

の
支
援
状
況
は
。

答 

【
町
長
】　

前
年
度
よ
り
売
り
上
げ

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
１
事
業
者
あ
た
り
10
万
円
を

支
給
し
て
お
り
ま
す
。

津
波
防
護
対
策
お
よ
び
防
災
対
策

津
波
防
護
対
策
お
よ
び
防
災
対
策

問 

片
貝
海
岸
防
潮
堤
の
進
捗
状
況
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
に
よ
る
強
靭
な

ま
ち
づ
く
り
の
要
望
状
況
は
。

答 

【
町
長
】　

土
提
に
よ
る
堤
防
整
備

は
今
年
度
中
に
完
成
す
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
の
要
望

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
と
今
年

度
に
重
ね
て
要
望
書
の
提
出
を
県
に

い
た
し
ま
し
て
、
堤
防
の
防
護
高
が

確
保
さ
れ
た
の
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被

覆
を
実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

問 

漁
港
周
辺
の
津
波
対
策
事
業
、
関

係
自
治
区
へ
の
理
解
と
周
知
方
法
は
。

答 
【
町
長
】　

関
係
地
域
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
考
慮
し
、
県
の
示
す

計
画
で
早
期
着
工
す
る
旨
を
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
配
慮
し

な
が
ら
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
内「
側
溝
排
水
路
管
理
」

町
内「
側
溝
排
水
路
管
理
」

問 

町
内
側
溝
排
水
路
管
理
、
住
民
負

担
軽
減
の
対
応
と
解
決
策
は
。

答 

【
町
長
】　

引
き
続
き
各
自
治
区
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
る
側
溝
清
掃

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
内
全
て
の
排
水
路
清
掃
を
町

単
独
事
業
と
業
務
委
託
し
た
場
合
の

総
経
費
に
つ
い
て
は
、
単
独
事
業
で

３
億
７
千
万
円
、
業
務
委
託
で
４
億

８
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

問 

ご
み
ゼ
ロ
・
町
内
一
斉
清
掃
・
各

自
治
区
な
ど
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

排
水
路
清
掃
分
を
業
務
委
託
し
た
場

合
の
総
経
費
は
。

答 

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】　

汚
泥
処
分

量
40
㎥
ま
で
と
定
め
た
予
算
で
行
っ

て
お
り
、
そ
の
清
掃
分
を
業
務
委
託

し
た
場
合
は
約
３
０
０
万
円
で
ご
ざ

い
ま
す
。
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荒
あら

木
き

 かすみ 議員

災
害
対
応
の
強
化
と

農
業
の
課
題
解
決
に

向
け
て
！

問 

避
難
所
に
お
け
る
障
が
い
者
、
障

が
い
が
あ
る
児
童
、
高
齢
者
へ
の
対

応
は
。

答 

【
町
長
】　

町
地
域
防
災
計
画
に
よ

り
、
避
難
所
で
生
活
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
て
、
福
祉
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
　

本
町
で
は
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
、

「
ち
ど
り
の
里
」、「
つ

く
も
学
遊
館
」、「
保

健
セ
ン
タ
ー
」の
３

ヶ
所
で
の
開
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問 
宿
泊
施
設
や
食
品
調
達
な
ど
、
民

間
と
の
災
害
協
定
は
。

答 

【
町
長
】　

指
定
避
難
所
に
お
い
て

感
染
症
対
策
を
図
り
ま
す
と
、
収
容

人
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

民
間
宿
泊
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
関

係
者
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
食
料
品
な
ど
の
調
達
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
と
は
、
す
で
に
災
害
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
の
協
定
締
結
に
向
け
協
議

し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
時
の
避
難
体
制
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
時
の
避
難
体
制
は

問 

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
の
避
難

訓
練
の
実
施
は
。

答 

【
町
長
】　

今
後
の
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
症
対
策

を
取
り
入
れ
た
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
町
職
員
を
対

象
と
し
た
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
を

試
み
、
そ
の
う
え
で
、
住
民
が
参
加

で
き
る
訓
練
手
法
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

本
町
に
お
け
る
農
業
支
援
は

本
町
に
お
け
る
農
業
支
援
は

問 

集
落
営
農
や
組
合
に
よ
る
農
業
継

続
の
た
め
の
支
援
は
。

答 

【
町
長
】　

本
町
に
お
い
て
は
、
高

齢
化
に
よ
る
農
業
経
営
体
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

町
と
し
て
は
、
農
地
利
用
を
担
う

中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
約
化
を

目
指
し
て
、
千
葉
県
お
よ
び
千
葉
県

農
業
会
議
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
集
落
営
農
組
織
の
設
立
や
経
営

体
の
確
保
、
農
地
集
積
に
必
要
な
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問 

高
齢
化
に
よ
る
農
業
の
後
継
者
問

題
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答 

【
町
長
】　

本
町
に
お
い
て
も
農
家

の
後
継
者
不
足
は
、
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
就
農
に
は
、
専
門

的
な
技
術
習
得
や
初
期
投
資
が
必
要

な
た
め
、
就
農
前
２
年
間
の
研
修
と

就
農
後
の
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

の
５
年
間
を
支
援
す
る
農
業
次
世
代

人
材
投
資
資
金
を
活
用
し
、
次
世
代

を
担
う
農
業
者
の
育
成
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
の

継
続
は
。

答 

【
町
長
】　

平
成
27
年
度
に「
九
十

九
里
町
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
計
画
」を

策
定
し
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
認
定
を
受
け
、
現
在
認
定
さ
れ
て

い
る
５
組
織
の
内
４
組
織
が
、
本
年

度
で
計
画
期
間
の
満
了
と
な
り
ま
す
。

組
織
か
ら
次
年
度
以
降
の
計
画
書
が

提
出
さ
れ
れ
ば
、
再
認
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問 

有
害
鳥
獣
対
策
お
よ
び
施
設
園
芸

へ
の
支
援
策
は
。

答 

【
町
長
】　

現
在
、
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
、
鳥
類
駆
除
に
つ
き
ま
し
て

は
、
猟
友
会
に
よ
り
、
実
施
し
、
獣
類

駆
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
箱
罠
に
よ

る
捕
獲
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
施
設
園
芸
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
認
定
新
規
就
農
者
お
よ
び
認

定
農
業
者
は
、
国
・

県
よ
り
機
械
や
施
設

整
備
、
融
資
制
度
の

各
種
支
援
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

感
染
症
対
策
の

　
　
　
　

充
実
を
！

防
止
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
と
、

人
と
人
と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
事
業
に
つ

い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
工
夫
を
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

児
童
生
徒
、
教
職
員
へ
の
対
応
は
。

答 

【
教
育
長
】　
「
学
校
の
新
し
い
生

活
様
式
」へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
各
小
・
中
学
校
で
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
学
校
で
は
、
登
校
時
、

健
康
カ
ー
ド
の
チ
ェ
ッ
ク
や
手
洗
い

な
ど
の
手
指
の
消
毒
を
行
い
、
校
内

へ
の「
感
染
経
路
を
断
つ
」こ
と
か
ら

始
め
、
授
業
で
扱
う
内
容
や
学
習
形

態
、
給
食
、
清
掃
、
消
毒
な
ど
、
日

常
の
生
活
場
面
に

応
じ
た
校
内
の
衛

生
管
理
も
進
め
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運

営
の
あ
り
方
は

営
の
あ
り
方
は

問 

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
実

施
し
た
場
合
、
現
在
の
避
難
所
に
何

人
収
容
で
き
る
か
。

答 

【
町
長
】　

本
町
の
指
定
避
難
所
は

現
在
６
ヶ
所
で
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
お
よ
び
対
応

対
策
お
よ
び
対
応

問 
予
防
対
策
の
現
状
と
課
題
は
。

答 

【
町
長
】　
「
新
し
い
生
活
様
式
」の

定
着
や「
接
触
確
認
ア
プ
リ
」の
普
及

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
感

染
を
視
野
に
入
れ
、
感
染
症
拡
大
防

止
策
を
講
じ
な
が
ら
人
的
資
源
を
優

先
す
べ
き
業
務
に
割
り
当
て
る
感
染

症
対
応
型
の
業
務
継
続
計
画
を
新
た

に
策
定
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
感
染

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
な
が
ら
収

容
で
き
る
最
大
人
数
は
、
５
２
０
人

と
な
り
ま
す
。

問 

分
散
避
難
の
定
着
お
よ
び
今
後
の

新
規
避
難
所
開
設
は
。

答 

【
町
長
】　

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

親
戚
や
友
人
宅
へ
の
避
難
が
可
能
で

あ
る
か
、
自
宅
で
安
全
を
確
保
で
き

る
か
な
ど
、
避
難
所
以
外
の
避
難
先

を
ご
検
討
い
た
だ
く
た
め
、
分
散
避

難
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
新
規
避
難

所
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
民

間
宿
泊
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
大
型
駐
車
場
を
一
時
避
難

場
所
と
し
て
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
新
た
な
場
所
の
確
保
に
向
け
関

係
者
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

問 

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
の
進
捗
状

況
お
よ
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
導
入

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

【
教
育
長
】　

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
契
約
の
締
結

も
終
わ
り
、
12
月
の
完
了
に
向
け
て

順
調
に
作
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
導
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

に
合
わ
せ
、
12

月
の
導
入
完
了

に
向
け
、
関
係

課
と
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

問 

「
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
」の
導
入
は
。

答 

【
教
育
長
】　

今
後
、
一
人
１
台
端

末
の
整
備
が
完
了
後
に
容
量
な
ど
の

検
証
を
行
い
、
実
情
に
合
わ
せ
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
の
情
報
発
信
強
化

町
の
情
報
発
信
強
化

問 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
の
連
携
は
。

答 

【
町
長
】　

今
年
度
か
ら
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
一
部
に
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
拡
散
で
き
る

ボ
タ
ン
を
追
加
し
て
お
り
、
現
在
公

開
中
で
ア
ク
セ
ス
数
の
高
い
情
報
か

ら
順
次
活
用
を
図
り
、
更
な
る
情
報

発
信
機
能
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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西
にし

村
むら

 みほ 議員

地
域
の
た
か
ら
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！

了
に
向
け
、準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問 

万
が
一
、
長
期
休
業
に
な
っ
た
場

合
、
リ
モ
ー
ト
授
業
は
可
能
か
。

答 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

急
遽
、

今
年
度
で
全
て
の
整
備
と
い
う
こ
と

に
方
向
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
、
早
急

に
対
応
し
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
リ
モ
ー
ト
授
業
を
行
う
に
は
、

児
童
・
生
徒
の
操
作
研
修
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
問
題
、
家
庭
の
通
信
環
境

な
ど
、
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
長
期
休
業
に
備
え
、

早
期
に
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

問 

家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

答 

【
教
育
長
】　

約
77
％
の
家
庭
で
光

回
線
を
利
用
し
た
W
ｉ
F
ｉ
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
お

り
ま
す
。

問 

残
り
の
23
％
に
対
し
て
の
対
応
は
。

答 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

よ
り

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
計
画
は

進
計
画
は

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

本
構
想
の
早
期
実
現
が
求
め
ら
れ
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

答 

【
教
育
長
】　

校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
お

よ
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
12
月
の
導
入
完

詳
細
な
家
庭
の
通
信
環
境
の
把
握
に

努
め
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
家
庭

学
習
が
で
き
る
か
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

問 

教
職
員
へ
の
負
担
は
。

答 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

７
月

に「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
準
備
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、
教
職
員
へ
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
組
織
的
に
研
修
な

ど
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
は

小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
は

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

長
期
休
業
が
あ
っ
た
が
、
学
習
指
導

の
遅
れ
は
な
い
か
。

答 

【
教
育
長
】　

学
校
行
事
の
中
止
や

縮
小
を
進
め
、
夏
季
休
業
を
短
縮
し

た
こ
と
に
よ
り
授
業
時
数
を
確
保
し
、

国
語
・
算
数
な
ど
の
学
習
内
容
に
つ

い
て
の
遅
れ
は
取
り
戻
せ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

問 

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
助
成
は
。

答 

【
町
長
】　

令
和
３
年
度
よ
り
県
下

一
律
３
千
円
を
上
限
と
し
た
公
費
負

担
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
と
し
て
も
本
制
度
の
実
施
に
む
け

て
具
体
的
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
。

問 

町
独
自
の
支
援
と
し
て
、
東
千
葉

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
出
産
し
た

場
合
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
全
額
を

公
費
負
担
す
る
と
い
う
制
度
の
検
討

は
。

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】　

本
町
の
方
が
、

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
分

娩
し
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
た
め

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
も
う
一
方
の

設
立
団
体
で
も
あ
る
東
金
市
も
交
え

た
中
で
検
査
費
用
の
軽
減
要
望
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

住
民
に「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
支
援
制
度
」

の
周
知
・
徹
底
を
！

オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
は

ス
ク
ー
ル
構
想
は

問 

全
児
童（
家
庭
）の
ネ
ッ
ト
環
境
は

整
っ
て
い
る
の
か
。

答 

【
教
育
長
】　

自
宅
で
授
業
な
ど
を

受
け
る
に
は
安
定
し
た
ネ
ッ
ト
環
境

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
約
77
％
の
家
庭
で
W
ｉ
F
ｉ

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

問 

各
家
庭
で
の
通
信
費
の
負
担
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答 

【
教
育
長
】　

通
信
費
の
負
担
な
ど

は
、
国
や
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

問 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
・
感
染
症
対
策

強
化
に
つ
い
て
町
の
で
き
る
対
応
は
。

答 

【
町
長
】　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
で
検
査
の

実
施
や
、
陽
性
患
者
の
受
け
入
れ
先

を
確
保
す
る
な
ど
の
医
療
体
制
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
び
の
遅
れ
と
学
力
格
差
は

学
び
の
遅
れ
と
学
力
格
差
は

問 
長
い
休
業
の
中
、「
手
厚
い
教
育
・

柔
軟
で
分
か
り
や
す
い
教
育
」が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
対
応
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

答 

【
教
育
長
】　

週
日
課
時
数
を
増
や

し
、
夏
季
休
業
の
短

縮
な
ど
に
よ
り
、
授

業
時
数
を
確
保
し
遅

れ
は
取
り
戻
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員
削
減
は

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員
削
減
は

問 

７
月
に
同
セ
ン
タ
ー
は
、
経
営
困

難
を
理
由
に
看
護
補
助
者
ら
の
希
望

退
職
を
募
り
ま
し
た
。
設
立
団
体
と

し
て
九
十
九
里
町
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
し
た
の
か
。

答 

【
町
長
】　

本
年
２
月
以
降
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
い
収
益
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
職
員
の
削
減
は
避
け
ら
れ

な
い
と
判
断
し
、
希
望
退
職
者
の
募

集
に
踏
み
切
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問 

職
員
削
減
に
よ
り
看
護
師
の
負
担

が
増
え
、
そ
の
た
め
看
護
師
の
離
職

者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
の
か
。　

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】　

人
員
再
配
置

を
行
う
こ
と
で
看
護
師
の
負
担
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
対
応
可
能
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
支

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
支

援
制
度
は

援
制
度
は

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
収
し
た
世
帯
の
支

援
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答 

【
町
長
】　

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

著
し
く
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

中
小
企
業
者
・
個
人
事
業
者
に
対
し
、

緊
急
支
援
金
と
し
て
10
万
円
を
支
給

い
た
し
ま
す
。
申
請
状
況
は
、
８
月

25
日
現
在
で
66
事
業
者
か
ら
の
申
請

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
問 

「
緊
急
小
口
資
金
貸
付
制
度
」は
迅

速
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

答 

【
町
長
】　

国
は
、
収
入
の
減
少
に

よ
り
生
活
が
困
難
な
方
へ「
生
活
福

祉
資
金
貸
付
事
業
」の
活
用
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
令
和
２
年
３
月
末
か
ら
申
請
受

付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

問 

住
民
へ
は
周
知
徹
底
が
必
要
で
す
。

町
は
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

答 

【
町
長
】　

住
民
へ
の
周
知
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行
す
る「
社

協
だ
よ
り
」や
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
世
帯
回

覧
に
よ
り
周
知
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
申
請
な
ど
の
状
況
は
、
８
月
25

日
現
在
で
97
件
の
相
談
が
あ
り
、
89

件
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
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細
ほそ

田
だ

 一
かず

男
お

 議員

全
町
民
が
一つ
に
な
っ
て

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
！

本
年
３
月
に
、「
九
十
九
里
町
公
共
交

通
会
議
設
置
要
綱
」を
制
定
い
た
し

ま
し
た
。
６
月
に
開
催
し
た
第
１
回

公
共
交
通
会
議
で
は
、
本
町
の
公
共

交
通
お
よ
び
交
通
弱
者
の
現
状
、
人

口
や
財
政
状
況
の
推
移
な
ど
を
含
め
、

共
通
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か

ら
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、

鉄
道
の
駅
が
無

い
な
ど
の
近
隣

市
町
村
と
は
異

な
る
本
町
の
地

域
性
を
勘
案
し

つ
つ
、
公
共
交

通
対
策
に
向
け

た
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画

作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画

問 

関
係
者
や
地
元
地
権
者
の
意
向
・

意
見
に
つ
い
て
調
査
な
ど
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

千
葉
県
で
は
、
作
田
川

の
橋
梁
計
画
に
つ
い
て
は
、
片
貝
漁

港
第
１
泊
地
か
ら
の
航
路
や
周
辺
環

境
へ
の
配
慮
を
求
め
る
地
元
住
民
な

高
齢
者
や
交
通
弱
者
に
対
す
る

高
齢
者
や
交
通
弱
者
に
対
す
る

交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備

交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備

問 

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
の
だ
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

本
町
に
お
け
る
公
共
交

通
の
充
実
お
よ
び
公
共
交
通
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
住
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
検
討
し
、
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ど
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
橋
の
構

造
な
ど
の
設
計
を
進
め
て
き
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
引

き
続
き
県
と
連
携
し
、
地
元
住
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

片
貝
漁
港
内
の
防
潮
堤
の
建
設
計
画

片
貝
漁
港
内
の
防
潮
堤
の
建
設
計
画

問 

片
貝
漁
港
内
の
防
潮
堤
の
建
設
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

答 

【
町
長
】　

令
和
２
年
２
月
に
千
葉

県
に
よ
る
３
回
目
の
住
民
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
津
波
対
策
の
整
備
方
針

に
つ
き
ま
し
て
説
明
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
部
の
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が

得
ら
れ
ず
、
津
波
対
策
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
未
着
工
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
津
波
被
害

の
あ
っ
た
小
関
納
屋
自
治
区
に
よ
る

津
波
対
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
が
本
年
７
月
に
報
告
さ
れ

「
早
急
な
津
波
対
策
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
回
答
が
多
く
あ
る
こ
と
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
は
、
県
の
提
示
す
る
計
画
案
が

片
貝
漁
港
周
辺
の
津
波
対
策
を
早
急

に
進
め
る
う
え
で
最
良
で
あ
る
と
決

断
し
、
県
に
早
期
着
工
す
る
よ
う
、

本
年
８
月
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

防
災
会
議

防
災
会
議

問 

防
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

答 

【
町
長
】　

本
町
の
防
災
会
議
は
、

災
害
対
策
基
本
法
第
16
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
九
十
九
里
町
地
域
防
災
計

画
の
策
定
お
よ
び
実
施
を
推
進
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
防

災
会
議
は
、
国
内
で
発
生
し
た
大
規

模
災
害
に
お
け
る
対
応
や
教
訓
を
も

と
に
修
正
さ
れ
た
国
お
よ
び
県
の
防

災
計
画
と
の
整
合
を
図
る
と
と
も
に
、

本
町
の
実
情
に
即
し
た
計
画
に
改
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審
議
し
て
お

り
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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鑓
やり

田
た

 貴
たか

俊
とし

 議員

地
域
の
課
題
と
問
題
を

話
し
合
い
、
将
来
像
を

共
有
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
組
織
設
立
ま
で

に
は
数
年
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
農
地
集

積
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
な
ど
の
意
見

集
約
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
、
町
で
は
、
農
地
集
積
に
向

け
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
座
談
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
支
援
制

度
に
つ
い
て
、説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問 
昨
年
、
全
農
家
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
５
年
後
・
10
年
後
の

将
来
像
に
対
す
る
回
答
状
況
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

答 

【
町
長
】　

農
業
の
将
来
像
に
関
連

す
る
項
目
と
し
て
、「
今
後
の
農
業

経
営
」は
、「
経
営
規
模
拡
大
お
よ
び

現
状
維
持
し
た
い
」が
25
％
、
ま
た

「
地
域
農
業
の
10
年
後
の
状
況
」は
、

「
農
家
の
高
齢
化
お
よ
び
遊
休
農
地

が
増
加
す
る
」が
約
84
％
、「
こ
れ
か

ら
の
望
ま
し
い
方
向
性
」に
つ
い
て

は
、「
集
落
営
農
促
進
お
よ
び
担
い

手
に
集
約
す
る
」と
の
回
答
が
約
50

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
営
農
を
育
む
将
来
像
は

こ
れ
か
ら
の
地
域
営
農
を
育
む
将
来
像
は

問 
現
状
の
課
題
、
将
来
の
耕
作
者
・

営
農
組
織
な
ど
に
対
す
る
各
地
域
の

話
し
合
い
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

町
内
で
集
落
営
農
組
織

の
設
立
を
目
指
し
、

推
進
組
織
立
ち
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
地

域
が
あ
る
こ
と
を
把

握
し
て
お
り
ま
す
。

問 

中
心
的
な
担
い
手
へ
の
集
積
の
指

針
と
な
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は
い

つ
ま
で
に
作
成
し
、
ま
た
公
表
さ
れ

る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

今
後
、
農
地
耕
作
集
積

図
を
作
成
し
、
本
年
度
末
ま
で
に
九

十
九
里
町「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
公

表
す
る
予
定
で
す
。

小
・
中
学
校
教
材
費
な
ど
の
徴
収
方
法

小
・
中
学
校
教
材
費
な
ど
の
徴
収
方
法

の
効
率
化
に
関
す
る
考
え
方
と
課
題
は

の
効
率
化
に
関
す
る
考
え
方
と
課
題
は

問 

保
護
者
負
担
の
徴
収
金
な
ど
に
関

し
、
現
状
の
現
金
徴
収
か
ら
口
座
振

替
の
移
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

【
教
育
長
】　

保
護
者
負
担
の
徴
収

金
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
保
護
者
間

で
の
取
り
扱
い
の
た
め
、「
公
費
以

外
」と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
近
隣
自
治
体
で
も
学
校

ご
と
の
徴
収
方
法
と

な
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、

働
き
方
改
革
や
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
導
入
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
後
、
す
で
に
徴
収
金
を
口
座
振
替

に
移
行
し
て
い
る
学
校
の
情
報
を
集

め
、
各
校
へ
情
報
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
や
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
、
徴
収
業
務
に
関
す

る
国
な
ど
の
指
針
は
あ
る
か
。

答 

【
教
育
長
】　

文
部
科
学
省
か
ら

「
働
き
方
改
革
」や「
学
校
の
業
務
改

善
」な
ど
で
通
知
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
徴
収
業
務
に
関
す
る
内
容
も

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

問 

本
町
に
お
い
て
、
将
来
的
な
検
討

課
題
と
し
て
捉
え
る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

【
教
育
長
】　

検
討
課
題
と
し
て
、

振
込
手
数
料
や
一
部
職
員
へ
の
業
務

の
偏
り
、
振
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
場

合
の
新
た
な
督
促
業
務
の
増
加
な
ど
、

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
を
鑑
み
て
、
学
校
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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9 月定例会審議結果を公開

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案
議　案
第 1号

令和 2年度九十九里町一般会計補正予算（第 4号）
商工費、教育費などを増額し、総額74億5767万2千円とする 原案可決○○○○○○○○－○○○○○

9 月定例会

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案
議　案
第 1号

令和 2年度九十九里町一般会計補正予算（第 5号）
農林水産業費、教育費などを増額し、総額75億833万4千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 2号

令和 2年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第 2号）
総務費を増額し、総額1億4836万6千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 3号

令和 2年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号）
総務費を増額し、総額21億6992万6千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 4号

令和 2年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
総務費を増額し、総額2億3003万7千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 5号

令和 2年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第 1号）
地域支援事業費、諸支出金を増額し、総額15億8325万1千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 6号

令和 2年度九十九里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
事業費を増額し、総額1億3114万9千円とする

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 7号

令和 2年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第 1号）
収益的収入および支出の予算額に収入支出それぞれ22万4千円を追加
する

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 8号

令和元年度九十九里町一般会計歳入歳出決算の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第 9号

令和元年度九十九里町給食事業特別会計歳入歳出決算の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第10号

令和元年度九十九里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第11号

令和元年度九十九里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第12号

令和元年度九十九里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第13号

令和元年度九十九里町病院事業特別会計歳入歳出決算の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第14号

令和元年度九十九里町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定
2～4ページ参照

認　定 ○○○○○○○○－○○○○○

7 月臨時会
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令 和 2 年 7 月 臨 時 会・
議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

議　案
第15号

令和元年度九十九里町ガス事業会計利益の処分及び決算の認定
2～4ページ参照 認　定 ○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第16号

九十九里町保育所設置条例を廃止する条例の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定
九十九里町保育所設置条例を廃止する条例の施行に伴い、関係する条
例の一部を改正するため、九十九里町保育所設置条例を廃止する条例
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を制定

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第17号

いわしの町「九十九里」応援寄附条例の一部改正
ふるさと納税として受け入れた寄附からふるさと納税事業に係る経費
を支出するための条例の一部改正

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第18号

九十九里町手数料徴収条例の一部改正
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律の一部改正に伴い、通知カードが廃止となったことから、当該カー
ドの再交付に係る手数料の規定を削除するための条例の一部改正

原案可決○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第19号

九十九里町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の制定
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一
部改正に伴う条例の全部改正

原案可決○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第20号

九十九里町立幼保連携型認定こども園設置及び管理に関する条
例の一部改正
子ども・子育て支援法の一部が改正され、幼児教育・保育の無償化の
措置が講じられたことに伴う条例の一部改正

原案可決○○○○○○○○－○○○×○

議　案
第21号

九十九里町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正
千葉県ひとり親家庭等医療費等助成事業実施要領の一部改正に伴い、
助成の方法を現物給付化するなど、ひとり親家庭等の経済的負担の軽
減及び精神的不安の解消を図るための条例の一部改正

原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議　案
第22号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めること
教育委員会委員に関留理子氏を任命するもの 原案同意○○○○○○○○－○○○×○

賛成…○　　　反対…×　　　欠席…欠　　　※議長（内山 菊敏議員）は採決に加わりません。

町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）

報　告
第 1号 令和元年度九十九里町健全化判断比率の報告

報　告
第 2号 令和元年度九十九里町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率の報告

報　告
第 3号 令和元年度九十九里町ガス事業会計の資金不足比率の報告

報　告
第 4号 私債権の放棄 （町営住宅使用料）

報　告
第 5号 私債権の放棄 （学校給食費）

報　告
第 6号 私債権の放棄 （ガス料金）

報　告
第 7号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの経営状況

報　告
第 8号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの令和元事業年度における業務実績に関する評価結果
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7
月

3日 総務経済常任委員会視察研修　　≪視察場所≫防災倉庫（役場駐車場、片小、九中）
9日 令和2年度第1回地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター評価委員会（東金市）
14日 議会だより編集委員会
20日 例月出納検査
21日 7月臨時会
31日 九十九里町ガス事業運営委員会

8
月

4日 第1回定期監査（企画財政課・住民課）
5日 第1回定期監査（総務課・税務課）
7日 議会全員協議会
14日 令和元年度決算審査（企画財政課・税務課）
17日 令和元年度決算審査（総務課・健康福祉課）
18日 令和元年度決算審査（まちづくり課・住民課・社会福祉課）

20日
例月出納検査／令和元年度決算審査（教育委員会事務局・産業振興課・農業委員会事務局・現地調査）
令和2年第2回山武郡市広域行政組合議会定例会（東金市）

21日
令和2年第2回九十九里地域水道企業団理事会（東金市）
令和2年山武郡市広域水道企業団議会8月定例会（東金市）／山武郡市広域水道企業団議会協議会（東金市）

24日 議会運営委員会／議会全員協議会

9
月

4日 9月定例会（初日）／議会だより編集委員会
7日 9月定例会（2日目）／議会改革推進特別委員会
9日 9月定例会（3日目）
10日 総務経済常任委員会（決算説明　企画財政課・産業振興課・農業委員会事務局）
11日 総務経済常任委員会（決算説明　総務課・ガス課・まちづくり課）
14日 文教民生常任委員会（決算説明　税務課・住民課・健康福祉課）
15日 文教民生常任委員会（決算説明　社会福祉課・教育委員会事務局）
17日 9月定例会（4日目）／議会全員協議会
23日 例月出納検査
28日 つくも学遊館運営協議会及び都市公園施設運営協議会

編 集 後 記

九十九里町議会災害対策会議設置要綱などを制定！

 9/7　議会改革推進特別委員会

7/3　総務経済常任委員会視察研修

災害発生時のフロー図

議会活動日誌議会活動日誌 2020年7月～9月
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　ウィズコロナと言われる中、思うように作業が進まず、反省
しきりです。読者のご意見を頂きながら、少しでも分かりやす
い紙面づくりを心がけてまいります。 （委員長　荒木 かすみ）

●議会だより編集委員会
　委員長　　荒木かすみ　　副委員長　　西 村 み ほ
　委　員　　谷 川 優 子　　細 田 一 男　　善 塔 道 代
　　　　　　鑓 田 貴 俊　   原 田 教 光　　小 川 浩 安

12月定例会の
お知らせ

九十九里町 議会定例会開催 検索

　12月定例会は12月3日（木）
開催予定です。
　詳しくは町のホームページ
をご覧ください。

　九十九里町議会では、大規模な災害時における議員と
しての役割や行動を明確にするため、「九十九里町議会
災害対策会議設置要綱」および「九十九里町議会災害対応
マニュアル」を制定しました。
　これにより、大規模な災害時には必要に応じて議会内
に「九十九里町議会災害対策会議」を設置し、町の災害対
策活動を支援していくとともに、議員自らが迅速かつ適
切な災害対応に取り組んでいきます。
※ 詳しくは、町のホームページをご覧ください。
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